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韓
国
文
集
叢
刊
解
題
（
二
十
）

疋
　
田
　
啓
　
佑

第
二
十
六
輯
（
続
）

（133）
『
潛
庵
先
生
逸
稿
』　
金
義
貞
　
撰

　

本
集
は
潜
庵
金
義
貞
の
詩
文
集
で
、
五
巻
二
冊
、
全
150
丁
。

　

底
本
は
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
蔵
本
。

　

本
集
は
著
者
の
子
息
の
金
農
が
家
蔵
の
草
稿
を
も
と
に
謄
写
し
、
そ
れ
に
自
ら
著
し
た
家
状
を
付
し
て
家
に
蔵
し
て
い
た
。
以
後
三
百

年
近
く
の
間
、
刊
行
す
る
機
会
を
失
っ
て
い
た
が
、
十
代
の
孫
の
金
宗
奎
が
、
純
祖
の
三
十
三
年
（
一
八
三
三
）
に
、
金
洙
根
の
序
及
び

金
鼎
均
の
跋
文
に
、
墓
碑
銘
（
柳
尋
春
撰
）、
神
道
碑
（
鄭
元
容
撰
）
等
を
付
し
た
も
の
を
哲
宗
の
十
四
年
（
一
八
六
三
）
頃
、
木
板
で

刊
行
し
た
の
が
初
刊
本
で
あ
る
。

　

内
容
は
李
彙
載
及
び
金
洙
根
の
序
。

　

巻
一
、
賦
（
23
首
）。
巻
二
、五
言
古
詩
（
14
）、
七
言
古
詩
（
13
）。
巻
三
、五
言
絶
句
（
８
）、
七
言
絶
句
（
64
）、
七
言
律
詩
（
19
）、

五
言
排
律
（
３
）、
七
言
排
律
（
２
）。
巻
四
、
辞
（
３
）、
書
（
１
）、
雑
著
（
１
）、
祭
文
（
４
）、
頌
（
２
）、
策
（
２
）。
巻
五
、

付
録
。
家
状
（
義
貞
の
長
子
農
の
著
）、
行
状
（
壬
辰
一
八
三
二
年
、
柳
台
佐
）、
墓
碑
銘
（
上
之
三
十
三
年
、
純
祖
の
三
十
三
年
、
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一
八
三
三
、
柳
尋
春
）、
神
道
碑
（
鄭
元
容
）、
遺
事
（
金
宗
奎
）、
輓
（
李
浚
慶
）、
贈
爵
諡
事
実
（
６
）、
跋
（
崇
禎
癸
巳
、
一
八
三
三
、

金
鼎
均
）。

　

金
義
貞
（
一
四
九
五
・
燕
山
君
一
年
―
一
五
四
七
・
明
宗
二
年
）

　

姓
は
金
（
豊
山
の
金
氏
）、
諱
名
は
義
貞
。
字
は
公
直
。
豊
川
の
人
。
長
子
の
農
の
「
家
状
」
及
び
柳
台
佐
の
「
行
状
」
に
よ
っ
て
述

べ
て
い
く
。

　

高
麗
の
判
相
事
と
な
っ
た
金
文
迪
を
鼻
祖
と
し
、
六
世
の
祖
金
安
鼎
は
三
司
左
尹
、
高
祖
の
金
子
純
は
軍
器
寺
直
長
。
曾
祖
金
従
石
は

無
官
。
祖
父
の
金
徽
孫
は
珎
山
郡
守
。
父
の
金
楊
震
、
字
は
伯
起
。
虚
白
堂
と
号
し
、
官
は
工
曹
参
判
に
至
っ
た
の
で
参
判
公
と
称
さ

れ
、
博
学
の
官
僚
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
人
。
母
は
許
氏
。
将
仕
郎
許
瑞
の
女む

す
め
。

　

義
貞
は
乙
卯
の
年
に
漢
陽
の
壮
義
洞
で
生
ま
れ
た
。
五
歳
で
書
を
読
み
、
八
歳
で
文
を
作
り
、
古
今
の
書
籍
の
宿
儒
が
難
解
と
し
て
い

る
も
の
を
、
目
を
通
せ
ば
、
そ
の
度
ご
と
に
大
義
を
理
解
し
た
た
め
、
周
囲
の
人
は
驚
異
の
目
で
見
た
と
い
う
が
、
そ
の
中
で
、
七
歳
の

時
、
母
の
死
に
遭
う
。
そ
の
悲
し
み
の
た
め
心
気
虚
弱
の
病
的
体
質
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
体
で
あ
り
な
が
ら
、
学

問
に
対
し
て
は
寝
食
を
忘
れ
て
励
ん
だ
た
め
、
父
の
参
判
公
は
屢
々
大
声
で
叱
り
つ
け
た
が
、
や
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

以
後
成
長
す
る
に
と
も
な
い
、
一
室
を
掃
除
し
て
扁
額
を
掲
げ
、
そ
こ
を
「
黄
巻
楼
」
と
名
づ
け
て
書
斎
と
し
、
専
ら
経
典
の
誦
読
に

励
み
、
経
典
の
微
奥
を
究
め
、
浩
博
な
学
問
の
修
得
を
成
就
し
、
丙
子
の
年
（
中
宗
十
一
年
）
司
馬
（
科
挙
の
初
等
段
階
）
の
試
験
に
合

格
し
た
。
時
に
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
当
時
の
有
名
な
学
者
で
あ
る
李
容
斎
、
金
慕
斎
ら
諸
賢
は
、
天
子
を
補
佐
す
る
器
量
の
あ
る
者
と

称
賛
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
彼
の
才
能
を
嫉
視
す
る
者
も
出
て
く
る
。

　

司
馬
試
に
合
格
し
て
か
ら
十
年
後
の
丙
戌
（
中
宗
二
十
一
年
）
に
科
挙
の
文
科
に
合
格
し
進
士
と
な
っ
た
。
早
速
選
ば
れ
て
弘
文
館
正

字
に
補
せ
ら
れ
て
官
界
の
道
を
歩
み
出
す
。
時
に
三
十
二
歳
。
翌
々
年
に
は
著
作
、
博
士
を
経
て
修
撰
、
春
秋
知
製
教
に
陞
り
、
他
の
例

に
よ
っ
て
他
の
職
も
兼
帯
し
た
。
庚
寅
（
一
五
三
〇
）
に
至
り
、
司
諫
院
正
言
と
な
り
、
皇
帝
へ
諫
言
す
る
役
目
に
着
く
。
そ
の
後
、
弘

文
館
修
撰
兼
世
子
侍
講
院
司
書
・
経
筵
官
を
拝
し
、
朝
廷
の
内
部
の
役
目
や
皇
太
子
の
教
育
係
の
よ
う
な
極
め
て
選
ば
れ
た
職
に
就
き
、
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彼
ほ
ど
栄
進
す
る
者
が
い
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
華
や
か
な
名
声
の
裏
に
、
こ
れ
を
嫉
視
す
る
者
も
多
く
、
衆
謗
藪
を
為
し
た
と

ま
で
言
わ
れ
た
。

　

当
時
、
朝
廷
を
牛
耳
り
、
権
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
の
が
金
安
老
で
、
安
老
の
仲
子
の
金
禧
が
中
宗
の
長
女
孝
恵
公
主
と
結
婚
し
た
関
係

で
、
朝
廷
で
重
き
を
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
安
老
の
配
下
の
朴
洪
麟
と
義
貞
公
は
文
を
論
ず
る
こ
と
が
あ
り
、
論
難
さ
れ
た
洪
麟

は
公
に
恨
み
を
抱
き
、
事
に
つ
け
て
誣
告
さ
れ
て
公
は
官
を
辞
し
て
郷
里
の
豊
山
に
帰
り
、
日
々
村
翁
、
野
客
と
山
野
を
楽
し
む
生
活
を

送
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
決
意
に
至
っ
た
の
は
、
東
皋
の
李
相
公
（
浚
慶
、
妹
婿
で
あ
る
）
が
手
紙
で
、
目
下
は
慎
黙
・
韜
晦
せ
よ
と
告
げ

て
き
て
い
た
か
ら
で
、
公
と
は
常
日
頃
か
ら
の
交
際
で
、
公
の
才
高
く
剛
直
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
上
で
の
判
断
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
、
匿
名
の
時
政
を
批
判
す
る
書
が
あ
り
、
中
で
金
安
老
を
指
斥
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
安
老
は
大
獄
を
引
き
起
こ
し

た
。
世
に
言
う
乙
未
の
士
禍
（
一
八
九
五
）
で
あ
る
。
公
は
そ
の
た
め
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ
と
が
請
求
さ
れ
た
が
、
宰
相
の
張
順
孫
の

配
慮
で
幸
い
に
も
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
九
月
に
、
官
僚
と
し
て
劇
職
に
在
っ
た
父
が
病
の
た
め
亡
く
な
り
、
公
は
柩

を
護
送
し
て
郷
里
に
葬
り
、
喪
に
服
し
た
。

　

丁
酉
の
年
（
一
八
九
七
）、
大
司
憲
の
梁
淵
が
金
安
老
、
蔡
無
沢
、
許
沆
ら
の
悪
事
を
弾
劾
す
る
上
奏
が
な
さ
れ
、
安
老
ら
は
誅
さ
れ
、

公
は
前
職
に
復
帰
し
て
、
工
曹
佐
郎
か
ら
正
郎
へ
と
昇
進
し
、
つ
い
で
礼
曹
正
郎
兼
春
秋
の
記
注
官
、
軍
器
寺
僉
正
ま
た
承
文
院
、
訓
練

院
等
へ
移
り
、
そ
し
て
陞
っ
た
。

　

甲
辰
（
一
五
四
四
）
十
一
月
十
四
日
に
中
宗
が
崩
御
さ
れ
た
。
世
子
に
王
位
を
受
け
継
が
せ
た
翌
日
で
あ
る
。
享
年
五
十
六
歳
。「
家

状
」
に
も
「
行
状
」
に
も
そ
の
記
述
は
な
い
。
其
の
冬
、
事
に
因
り
て
罷
め
ら
る
と
あ
っ
て
、
官
職
を
離
れ
た
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
辞

職
理
由
は
何
か
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
翌
年
の
乙
巳
の
年
に
「
起
ち
て
校
勘
を
拝
す
。
三
月
に
宗
簿
寺
僉
生
に
遷
る
」
と
あ
る
。

　

仁
宗
は
中
宗
が
死
去
す
る
と
十
一
月
二
十
四
日
に
即
位
し
、
中
宗
の
晩
年
に
行
わ
れ
た
士
禍
の
被
害
の
回
復
に
尽
力
し
、
遠
ざ
け
ら
れ

た
士
林
の
人
々
を
登
用
す
る
こ
と
で
儒
学
思
想
に
よ
る
政
治
を
目
指
し
た
。

　

義
貞
公
は
、
三
十
六
歳
の
時
、
世
子
侍
講
院
司
書
・
経
筵
官
に
就
い
た
が
、
そ
の
時
、
仁
宗
は
十
五
歳
、
そ
れ
以
来
の
関
係
で
あ
っ
た
。
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仁
宗
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
人
々
は
彼
を
聖
君
と
呼
ん
だ
。
大
変
な
孝
行
者
で
、
寛
大
で
あ
り
、
禁
欲
的
な
生
活
者
だ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
仁
宗
が
在
位
九
か
月
で
崩
御
し
た
の
で
、
公
は
「
仁
宗
の
昇
遐
（
崩
御
）
に
接
し
、
驚
号
隕
絶
し
た
」
と
い
う
。
そ
の
た
め
病
と
称

し
て
郷
里
に
帰
り
、「
杜
門
自
廃
、
人
と
相
接
せ
ず
、
詩
文
を
著
し
て
哀
慟
の
懐
い
を
寓
す
」
と
。
そ
の
「
仁
宗
大
王
挽
詞
」
二
首
あ
る

第
一
首
を
次
に
掲
げ
る
。（『
潛
庵
先
生
逸
稿
』
巻
三
所
収
）

曽
て
侍
す
春
宮
の
日
、

恩
は
国
士
と
同
じ
き
を
知
る
。

読
音
響
く
こ
と
玉
の
如
し
。

得
色
、
浮
眉
を
看
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

得
色
は
得
意
の
顔
付

問
ひ
て
微
言
を
析
ち
尽
し
、

深
く
聖
意
の
熙
な
る
を
思
ふ
。

那い

か
ん
ぞ
知
ら
ん
杞
国
の
変
、

鼎
湖
を
追
ふ
に
地
無
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鼎
湖
は
天
子
の
死

　

こ
の
よ
う
な
挽
詩
を
作
り
、
自
ら
「
潜
庵
」
と
号
し
、
ま
た
「
幽
敬
堂
」
と
号
し
た
。
近
親
者
や
朝
廷
の
大
臣
た
ち
は
出
仕
す
る
こ
と

を
勧
め
た
が
、
そ
の
度
ご
と
に
手
を
振
っ
て
、「
天
爵
を
修
む
。
人
爵
自

お
の
ず
から
至
ら
ん
。
何
ぞ
必
ず
し
も
し
か
の
み
せ
ん
や
」
と
言
い
、
ま

た
丁
未
（
明
宗
二
年
）
の
七
月
一
日
に
、
仁
廟
の
終
制
（
三
年
の
喪
）
に
哭
し
た
後
、
病
気
が
起
り
、
自
分
で
起
て
な
い
よ
う
に
な
り
、

薬
餌
を
廃
去
し
、
人
に
逢
う
ご
と
に
訣
れ
の
言
葉
を
告
げ
、
十
月
十
三
日
に
遺
書
を
托
し
て
亡
く
な
っ
た
。
享
年
五
十
三
。
醴
泉
郡
の
広

石
山
の
珍
山
公
の
塋
下
に
葬
ら
れ
た
。
一
男
五
女
、
一
男
の
農
が
「
家
状
」
を
書
い
た
。

（134）
『
武
陵
雑
稿
』　
周
世
鵬
　
撰

　

本
集
は
慎
斎
周
世
鵬
の
詩
文
集
で
二
十
巻
十
一
冊
、
全
697
丁
。
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底
本
は
延
世
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
。

　

本
集
は
著
者
の
子
博
（
著
者
の
兄
世
鵾
の
子
が
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
原
名
は
愽
だ
が
博
の
俗
字
な
の
で
博
に
改
め
て
い
る
）
が
家
蔵
し

て
い
た
草
稿
を
、
李
滉
（
退
渓
）
が
編
集
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
李
退
渓
の
甲
子
（
明
宗
十
九
年
（
一
五
六
四
）
の
跋
が
あ
る
）
の
元
集

に
、
そ
の
後
収
拾
補
添
し
た
別
集
を
合
わ
せ
て
辛
巳
（
一
五
八
一
）
の
三
月
に
博
が
刊
行
し
た
の
が
初
刊
本
で
あ
る
。
そ
の
後
、
後
孫
の

周
相
炫
が
周
秉
恒
と
陶
山
、
紹
修
の
両
書
院
所
蔵
の
印
本
や
写
本
等
に
よ
っ
て
柳
致
明
が
校
訂
し
て
、
周
鵬
没
後
三
百
五
年
（
一
八
五
九
）

に
德
淵
書
院
で
刊
行
し
た
の
が
重
刊
本
で
、
こ
れ
に
附
録
（
世
系
図
や
年
譜
等
）
を
付
し
て
、
一
九
〇
八
年
に
追
刊
し
た
の
が
三
刊
本
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
別
集
所
収
の
も
の
と
重
複
し
た
も
の
が
あ
り
、
本
書
は
編
集
方
針
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
除
か
れ
て
い
て
683
丁
と
な
っ
て

い
る
。

　

内
容
は
、
武
陵
雑
稿
、
目
録
上
、
目
録
下
の
あ
と
に
原
集
八
巻
が
あ
る
。

　

巻
一
、
賦
（
２
首
）、
辞
（
２
）、
詩
（
90
）。
巻
二
、
詩
（
166
）。
巻
三
、
詩
（
172
）。
巻
四
、
詩
（
112
）。
巻
五
、
封
事
（
３
）、
書

（
17
）。
巻
六
、
雑
著
（
６
）。
巻
七
、
雑
著
（
１
）、
序
（
７
）、
記
（
７
）。
巻
八
、
跋
（
５
）、
箴
（
３
）、
こ
の
中
に
「
守
成
箴
」
や

「
酒
箴
」
が
あ
る
。
銘
（
２
）、
賛
（
１
）、
祝
文
（
７
）、
墓
誌
銘
（
３
）、
行
状
（
１
）、
こ
の
行
状
は
李
荇
（
容
斎
）
の
行
状
。

別
集
八
巻

　

巻
一
、
賦
（
６
）、
辞
（
１
）、
詩
（
78
）。
巻
二
、
詩
（
158
）。
巻
三
、
詩
（
168
）。
巻
四
、
詩
（
224
）。
巻
五
、
詩
（
129
）。
巻
六
、

封
事
（
１
）、
書
（
12
）、
雑
著
（
５
）、
序
（
４
）、
記
（
２
）、
跋
（
３
）。
巻
七
、
祝
祭
文
（
10
）、
墓
誌
銘
（
11
）。
巻
八
、
拾
遺
。

賦
（
１
）、
歌
辞
（
４
）、
書
（
７
）、
雑
著
（
２
）、
記
（
１
）、
遺
事
（
１
）。

李
滉
の
甲
子
（
一
五
六
四
）
の
跋
。
周
博
の
辛
巳
（
一
五
八
一
）
の
跋
。
柳
致
明
及
び
周
相
炫
の
己
未
（
一
八
五
九
）
重
刊
跋
。

附
録
。
目
録

　

巻
一
、
世
系
図
。
巻
二
、
年
譜
。
巻
三
、
挽
（
２
）、
祭
文
（
３
）、
行
状
（
周
博
）、
遺
愛
碑
文
（
１
）、
神
道
碑
銘
（
許
穆
）、
墓
誌

銘
（
李
晩
燾
）、
奉
文
（
４
）、
釈
菜
文
、
上
樑
文
、
告
由
文
等
。
巻
四
、
請
諡
疏
（
２
）、
諡
状
（
２
）。
跋
（
張
錫
英
）。
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周
世
鵬
（
一
四
九
五
・
燕
山
君
一
年
―
一
五
五
四
・
明
宗
九
年
）

　

姓
は
周
、
諱
名
は
世
鵬
。
字
は
景
遊
。
尚
州
の
人
。
高
祖
は
周
瑜
と
言
い
、
高
麗
末
の
進
士
と
な
っ
た
が
一
生
仕
え
な
か
っ
た
。
曾
祖

父
の
周
尚
彬
は
死
後
司
僕
寺
正
を
贈
ら
れ
た
。
祖
父
は
周
長
孫
、
同
じ
く
兵
曹
参
議
を
贈
ら
れ
た
。
父
は
周
文
俌
、
字
は
季
俊
、
号
は
東

湖
。
龍
驤
衛
副
司
果
で
、
死
後
史
曹
参
判
を
贈
ら
れ
た
。
母
は
副
護
軍
黄
謹
中
の
女む

す
め
。

　

世
鵬
の
伝
記
は
嗣
子
博
の
「
行
状
」
及
び
詳
細
な
「
年
譜
」
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
述
べ
て
い
く
。

　

燕
山
君
の
元
年
乙
卯
十
月
二
十
五
日
に
、
陜
川
郡
泉
谷
里
の
第
で
生
れ
た
。
兄
に
世
鵾
が
あ
り
、
一
身
同
体
の
よ
う
に
仲
良
く
育
っ
て

い
く
。
父
か
ら
五
歳
の
時
、
字
を
学
び
、
六
歳
の
時
、『
小
学
』
を
読
む
よ
う
に
な
り
、
十
歳
で
四
書
を
遍
く
読
ん
だ
と
い
う
。
十
五
歳

の
時
、
父
が
自
省
す
る
た
め
に
壁
に
戒
め
の
言
葉
を
書
い
た
。
そ
れ
に
は
、

汝
、
奢
人
を
見
た
る
か
。
其
の
心
、
必
ず
驕
な
ら
ん
。
汝
、
倹
人
を
見
た
る
か
。
其
の
心
、
必
ず
謹
な
ら
ん
。
驕
れ
る
者
は
保
ん
ず
る

こ
と
鮮
し
。
謹
む
者
は
敗
れ
る
こ
と
鮮
し
。
汝
将は

た
何
れ
を
択
べ
る
か
と
。

ま
た
或
る
時
は
、
以
前
作
っ
た
墻
壁
に
曲
っ
て
い
る
処
が
あ
る
と
言
っ
て
壊
さ
せ
た
て
、
自
分
は
そ
の
曲
が
っ
て
い
る
の
が
厭
だ
か
ら
と

言
う
よ
う
に
、
自
ら
正
し
い
と
考
え
て
い
る
生
き
方
を
剛
直
に
押
し
通
し
て
、
そ
こ
に
自
ら
反
省
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

中
宗
の
六
年
、
辛
未
の
年
に
晋
州
の
河
氏
と
結
婚
。
弘
文
院
校
理
で
あ
っ
た
河
沃
の
女
で
あ
る
。
結
婚
し
て
も
頃
刻
も
怠
る
こ
と
な
く

学
問
に
励
ん
だ
結
果
、
翌
七
年
の
郷
試
に
は
首
席
で
合
格
し
た
。
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
十
二
年
に
は
書
斎
に
慎
の
字
を
つ
け
て
扁
額
を

掲
げ
た
が
、
そ
れ
は
父
か
ら
「
人
の
言
動
は
、
慎
ま
ざ
れ
ば
則
ち
百
尤
を
招
く
。
我
の
汝
を
戒
む
る
所
以
の
者
、
三
有
り
。
一
に
曰
く
、

口
を
慎
め
、
二
に
曰
く
、
身
を
慎
め
、
三
に
曰
く
、
心
を
慎
め
、
汝
須
ら
く
こ
れ
を
慎
む
べ
し
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
十
四
年

に
夫
人
の
河
氏
が
亡
く
な
り
、
翌
年
に
広
州
の
安
氏
と
結
婚
し
て
い
る
。

　

中
宗
十
七
年
三
月
、
司
馬
試
に
合
格
し
、
十
月
に
は
別
試
乙
科
に
合
格
し
て
承
文
院
権
知
副
正
字
に
選
ば
れ
官
界
に
入
っ
た
。
二
十
八

歳
の
時
で
あ
る
。
十
九
年
に
兄
が
亡
く
な
り
、
そ
の
月
に
、
兄
の
子
博
が
生
ま
れ
た
の
で
、
そ
の
子
を
自
分
の
後
を
継
が
せ
る
養
嗣
子
と

し
た
。
こ
の
博
が
後
に
弘
文
館
校
理
と
な
っ
て
、
世
鵬
の
行
状
を
著
し
た
人
で
あ
る
。
こ
の
年
に
承
文
院
正
字
を
拝
し
、
優
秀
で
あ
る
こ

と
か
ら
皇
帝
か
ら
湖
堂
で
の
賜
暇
が
与
え
ら
れ
、
翌
年
十
一
月
に
は
芸
文
館
へ
移
っ
て
昇
進
し
、
二
十
一
年
の
正
月
に
は
弘
文
館
正
字
兼
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経
筵
典
経
に
遷
る
と
い
う
よ
う
に
、
順
調
に
昇
進
し
て
い
く
。
こ
こ
で
国
家
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
守
成
箴
」（
本
書
巻
八
所
収
）
を
著
し

た
。
以
後
、
著
作
、
博
士
、
副
修
撰
へ
と
昇
進
し
、
中
宗
十
三
年
正
月
に
弘
文
館
修
撰
を
拝
し
た
後
、
工
曹
佐
郎
か
ら
兵
曹
佐
郎
、
つ
い

で
二
十
四
年
の
三
月
に
は
江
原
道
都
事
と
な
っ
て
地
方
政
治
に
携
わ
る
。
翌
年
兵
曹
佐
郎
と
し
て
召
し
還
さ
れ
た
が
、
ま
だ
赴
任
し
な
い

う
ち
に
司
諫
院
献
納
を
拝
し
た
が
、
急
に
罷
め
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
朝
廷
を
牛
耳
っ
て
い
た
金
安
老
を
論
じ
た
こ
と
が
関
係

し
て
お
り
、
司
諫
院
が
上
申
し
た
も
の
を
大
司
諫
の
沈
彦
光
が
停
め
よ
う
と
し
た
こ
と
で
世
鵬
公
と
争
っ
た
こ
と
が
原
因
で
弾
劾
さ
れ
て

罷
め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
公
は
こ
れ
も
自
分
の
天
命
だ
と
考
え
て
「
天
定
詩
」
を
作
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
父

が
嘗
て
「
人
間
に
は
万
事
定
分
が
あ
る
の
だ
。
少
し
で
も
そ
の
分
を
越
え
る
と
己
を
害
す
る
も
の
が
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
教
え
に
よ
る
。

二
年
後
に
成
均
館
典
籍
に
除
せ
ら
れ
て
復
帰
し
た
が
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
は
父
の
死
に
遭
い
、
故
郷
に
帰
っ
て
喪
に
服
す
る
こ
と
に
な

る
。
時
に
三
十
八
歳
。
公
の
悲
し
み
は
尋
常
で
な
く
、「
喪
に
居
り
て
哀
毀
し
、
幾
ん
ど
性
を
滅
す
る
に
至
り
、
鬚
髪
こ
れ
が
為
に
尽
く
白

し
」
と
「
行
状
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
葬
儀
は
朱
文
公
家
礼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
中
宗
三
十
年
に
服
喪
が
終
わ
り
、
そ
の
年
の
十
一

月
に
典
籍
兼
中
学
教
授
に
除
せ
ら
れ
、
翌
年
に
は
奉
常
寺
判
官
と
な
る
。
翌
年
の
中
宗
三
十
三
年
丁
酉
（
一
五
三
七
）
四
月
、
昆
陽
郡
守

に
除
せ
ら
れ
た
。
当
時
は
金
安
老
の
専
制
政
治
が
行
わ
れ
、
世
鵬
公
の
容
れ
ら
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
公
は
地
方
の
庶
民
の
為

に
清
廉
公
平
で
明
教
薄
斂
を
本
と
為
す
こ
と
に
尽
力
し
た
。
つ
ま
り
公
明
正
大
な
方
法
と
文
教
の
充
実
と
搾
取
を
し
な
い
政
治
で
あ
る
。

　

一
方
中
央
で
政
治
は
乱
れ
た
が
、
遂
に
十
月
に
は
金
安
老
が
弾
劾
さ
れ
、
そ
の
一
派
は
政
界
を
追
わ
れ
、
安
老
は
賜
死
と
な
っ
た
。
公

は
安
老
が
誅
さ
れ
、
至
治
の
世
を
望
ん
で
「
唐
虞
の
歌
（
堯
舜
の
時
代
の
よ
う
な
理
想
の
世
へ
の
願
い
）」
を
作
っ
て
、
自
分
の
志
を
表

わ
し
て
い
る
。
翌
年
、
母
の
死
に
会
い
、
父
の
時
と
同
様
の
悲
し
み
を
味
わ
い
、
父
と
同
じ
く
朱
文
公
家
礼
に
よ
る
葬
儀
を
行
い
、
父
の

墓
に
合
葬
し
、
喪
に
服
し
た
。
そ
の
間
、「
東
国
名
臣
言
行
録
」
を
撰
し
た
。
喪
の
明
け
た
中
宗
三
十
六
年
正
月
に
は
、
典
籍
に
復
帰
し
、

す
ぐ
に
工
曹
正
郎
、
二
月
に
は
弘
文
館
校
理
、
五
月
に
は
礼
賓
寺
僉
正
と
目
ま
ぐ
る
し
く
経
歴
し
、
七
月
に
豊
基
郡
守
兼
春
秋
館
編
修
官

と
な
っ
た
。

　

公
は
郡
守
と
な
っ
て
豊
基
郡
に
至
り
、
そ
こ
の
聖
廟
に
参
詣
し
た
が
、
そ
の
廟
舎
が
荒
廃
し
て
い
て
、
生
徒
も
居
な
い
と
い
う
実
情
を

見
て
、
聖
廟
を
移
築
し
、
学
校
の
再
建
に
尽
力
、
論
語
・
孟
子
を
は
じ
め
と
す
る
経
典
を
教
育
す
る
こ
と
で
倫
理
の
啓
蒙
等
を
子
供
か
ら
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父
老
に
至
る
ま
で
教
育
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
高
麗
時
代
の
大
学
者
安
文
成
公
（
珦
）
の
「
白
雲
洞
書
院
」
を

創
建
し
、
安
文
成
公
か
ら
文
貞
公
安
軸
、
文
敬
公
安
輔
を
配
享
し
て
、
諸
生
に
講
学
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
中
に
、
中
宗
が
甲
辰
（
一
五
四
四
）
の
年
十
一
月
に
崩
御
さ
れ
た
。
在
位
三
十
九
年
間
で
あ
っ
た
。
公
は
昼
夜
涕

哭
す
る
こ
と
父
母
を
亡
な
っ
た
時
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
仁
宗
が
九
か
月
の
在
位
と
い
う
最
短
の
日
々
の
う
ち
に
七
月
崩

御
さ
れ
た
。
公
は
そ
の
間
、
成
均
館
司
成
知
製
教
を
拝
し
た
後
、
明
宗
の
元
年
に
軍
資
監
正
か
ら
三
月
に
春
秋
館
編
修
官
と
な
り
、
中
宗

と
仁
宗
の
実
録
の
編
修
に
参
加
し
て
い
る
。
役
職
と
し
て
は
弘
文
館
に
移
っ
た
が
、
経
筵
侍
講
官
や
春
秋
修
撰
官
は
兼
ね
て
い
る
。

　

晩
年
に
は
同
知
中
枢
府
事
と
な
っ
て
政
権
の
中
枢
に
関
係
す
る
中
に
、
成
均
館
の
大
司
成
等
の
役
職
を
兼
ね
る
中
で
「
闢
仏
疏
」（
本

書
巻
五
所
収
「
辛
亥
正
月
十
四
日
封
事
」）
で
仏
教
批
判
を
し
て
い
る
。
当
時
仏
僧
の
普
雨
を
厚
く
信
じ
た
文
定
王
后
が
僧
侶
ら
の
横
暴

を
許
し
て
い
た
結
果
に
対
し
て
で
あ
る
。

　

明
宗
の
七
年
壬
子
（
一
五
五
二
）、
李
退
渓
や
李
浚
慶
ら
と
と
も
に
有
徳
者
と
し
て
十
九
人
の
中
に
入
っ
て
宮
中
で
宴
を
賜
わ
る
と
い

う
栄
誉
を
受
け
た
。
二
年
後
の
正
月
、
疾
の
た
め
辞
職
し
、
七
月
二
日
に
卒
し
た
。
享
年
六
十
歳
。
臨
終
の
際
に
言
っ
た
こ
と
は
、
口
中

で
吃
吃
と
言
っ
た
の
は
皆
国
事
で
あ
っ
た
由
。
十
一
月
十
九
日
、
猪
淵
の
西
原
の
先
塋
に
葬
ら
れ
た
。

　

夫
人
に
は
子
が
無
か
っ
た
の
で
兄
の
子
博
が
嗣
と
な
っ
た
。
博
は
中
宗
の
戊
午
の
生
員
、
進
士
試
第
二
で
登
第
し
た
。

第
二
十
七
輯
（『
武
陵
雑
稿
』
巻
五
か
ら
）

（135）
『
温
溪
先
生
逸
稿
』　
李
瀣
　
撰

　

本
書
は
温
溪
李
瀣
の
詩
文
集
で
、
四
巻
三
冊
、
全
138
丁
。

　

底
本
は
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
。

　

本
集
は
、
著
者
李
瀣
の
六
代
の
孫
の
李
見
龍
が
家
蔵
の
草
稿
本
を
も
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
墓
誌
銘
、
墓
碣
等
、
李
退
渓
の
書
い
た
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も
の
を
中
心
に
、
李
見
龍
が
附
録
と
し
て
つ
け
て
編
輯
し
た
定
稿
本
に
、
七
代
の
孫
の
李
世
沢
ら
が
七
代
の
孫
の
李
級
の
編
次
し
た
年
譜

及
び
李
象
靖
の
序
を
付
け
て
、
英
祖
の
四
十
八
年
（
一
七
七
二
）
に
陶
山
書
院
に
於
て
木
板
で
刊
行
し
た
の
が
初
刊
本
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
李
象
靖
の
壬
辰
（
一
七
七
二
）
年
の
序
。
巻
一
、
詩
（
105
首
）。
巻
二
、
拾
遺
。
賦
（
３
）、
詩
（
６
）、
遺
墨
。
巻
三
、
墓
誌

（
李
滉
）、
墓
碣
（
李
滉
）、
李
瀣
の
妻
（
貞
夫
人
）
の
墓
誌
（
李
滉
）、
同
墓
碣
（
李
滉
）。
巻
四
、
附
録
。
行
状
（
李
光
庭
）、
遺
事
摭
録
、

他
に
奉
安
文
、
祝
文
等
。
跋
（
李
世
沢
の
英
祖
四
十
七
年
（
一
七
七
一
）
九
月
の
跋
。
世
系
図
。
年
譜
。
年
譜
後
識
（
七
代
孫
李
級
）

　

李
瀣か

い

（
一
四
九
六
・
燕
山
君
二
年
―
一
五
五
〇
・
明
宗
五
年
）

　

姓
は
李
氏
。
諱
名
は
瀣
、
字
は
景
明
。
真
宝
の
人
。
李
滉
（
退
渓
）
の
兄
で
あ
り
、
そ
の
伝
は
李
滉
撰
の
「
行
状
」
及
び
「
世
系
図
」

「
年
譜
」（
本
集
所
収
の
『
温
溪
先
生
逸
稿
』
巻
四
）
に
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
摘
録
し
て
述
べ
る
。

　

六
世
の
祖
李
碩
は
高
麗
朝
の
進
士
、
贈
密
直
使
、
そ
の
子
の
李
子
脩
は
高
麗
末
に
登
第
し
、
判
典
儀
寺
事
、
高
祖
の
李
玄
侯
は
朝
鮮
朝

の
軍
器
寺
副
正
、
そ
し
て
曾
祖
父
の
李
禎
は
善
山
都
護
府
使
、
祖
父
の
李
継
陽
は
進
士
に
及
第
、
贈
吏
曹
判
書
、
父
の
李
埴
、
字
は
器

之
、
進
士
に
及
第
し
て
官
吏
と
な
っ
た
が
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
議
政
府
在
賛
成
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
母
は
春
川
の
朴
氏
、
司
正
朴

緇
の
女
。
六
男
一
女
を
生
ん
だ
が
、
瀣
は
四
男
、
滉
（
退
渓
）
は
六
男
（
季
子
）。
七
歳
の
時
、
父
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
、
弟
の
滉
と

と
も
に
叔
父
の
李
堣
（
松
斎
）
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
松
斎
は
厳
し
く
教
え
る
中
に
、
こ
の
兄
に
遠
大
を
期
待
さ
れ
る
中
、
十
八
歳
で
金
氏

と
結
婚
し
た
。

　

中
宗
二
十
年
の
春
、
進
士
の
試
験
に
合
格
し
、
会
試
三
等
で
あ
っ
た
。
時
に
三
十
歳
。
そ
の
後
、
承
文
院
権
知
正
字
と
な
っ
て
官
界
に

入
り
、
翌
年
十
二
月
に
副
正
字
に
陞
っ
た
。
庚
寅
（
中
宗
二
十
五
年
）
に
は
芸
文
館
に
移
り
、
検
閲
兼
春
秋
館
記
事
官
、
通
仕
郎
等
を
経

て
成
均
館
典
籍
、
癸
巳
の
年
に
は
世
子
侍
講
院
司
書
、
つ
い
で
司
諫
院
正
言
を
拝
し
、
翌
月
に
は
宣
教
郎
、
ま
た
典
籍
や
正
言
に
還
っ
た

り
と
目
ま
ぐ
る
し
く
職
を
経
歴
し
て
い
る
中
に
、
四
人
の
男
子
の
父
と
な
り
、
年
も
四
十
歳
を
越
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

丙
申
（
中
宗
三
十
一
年
）
の
正
月
に
工
曹
正
郎
兼
承
文
院
校
理
、
二
月
に
吏
曹
正
郎
と
他
の
兼
任
、
三
月
に
世
子
侍
講
院
文
学
を
兼
ね

た
が
、
五
月
一
日
に
命
が
下
り
、
そ
れ
を
承
け
て
関
北
の
廉
（
北
の
国
境
の
地
方
は
饑
饉
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
精
し
く
調
査
す
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る
必
要
の
下
に
調
査
）
に
出
か
け
て
、
二
十
四
日
に
復
命
し
た
。
六
月
に
は
推
薦
さ
れ
て
議
政
府
検
詳
を
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

こ
の
調
査
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
な
お
兼
務
し
て
い
る
仕
事
は
従
前
通
り
で
あ
る
。
七
月
に
は
省
親
の
た
め
故
郷
に
帰
っ
て
い
る
。

　

丁
酉
（
一
五
三
七
）
の
四
月
、
朝
奉
大
夫
を
授
け
ら
れ
、
舎
人
兼
春
秋
館
編
修
官
承
文
院
校
勘
、
世
子
侍
講
院
文
学
を
授
け
ら
れ
た

が
、
十
月
に
母
が
亡
く
な
っ
た
の
で
故
郷
に
帰
っ
て
喪
に
服
し
、
母
を
父
の
墓
の
後
に
葬
り
、
服
喪
が
終
わ
っ
て
復
職
し
た
。
庚
子
の
年

に
は
弘
文
院
へ
遷
り
、
兼
職
は
前
と
同
じ
で
、
六
月
に
は
司
諫
院
司
諫
、
兼
務
は
前
と
同
じ
。
こ
の
よ
う
に
次
々
と
役
職
を
経
歴
、
壬
寅

（
中
宗
三
十
七
年
、
一
五
四
二
）
正
月
に
、
賑
恤
御
史
と
し
て
慶
尚
道
へ
派
遣
さ
れ
た
。
時
に
四
十
二
歳
。
饑
饉
に
み
ま
わ
れ
た
地
方
を

賑
恤
つ
ま
り
復
興
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
民
政
上
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
三
月
に
は
安
東
の
方
へ
も
広
げ
て
尽
力
し
た
。
そ
の
結
果
、
通

政
大
夫
に
進
階
し
、
承
政
院
副
承
旨
に
、
翌
年
に
は
都
承
旨
へ
と
昇
進
し
、
次
々
と
新
た
な
役
職
を
こ
な
し
て
中
宗
三
十
九
年
に
は
嘉
善

大
夫
に
陞
り
、
司
憲
府
大
司
憲
ま
た
僉
知
中
枢
府
事
と
い
う
要
職
に
昇
進
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に
、
中
宗
が
崩
御
さ
れ
、
継
い
で
仁

宗
が
即
位
す
る
と
い
う
行
事
繁
忙
の
中
を
過
ご
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
、
公
は
司
諫
院
献
納
の
李
致
と
と
も
に
、
右
議
政
の
李
芑
の
悪
事
を
弾
劾
す
る
啓
を
上
奏
し
た
。
李
芑
は
中

宗
の
皇
后
の
弟
で
あ
っ
た
尹
元
衡
の
片
腕
の
よ
う
な
男
で
、
彼
ら
党
派
は
士
林
派
を
弾
圧
し
て
政
界
を
牛
耳
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
今
仁
宗
が
即
位
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
悪
政
を
刷
新
す
る
た
め
、
士
林
派
を
登
用
し
て
新
た
な
政
治
に
向
か
っ
て
い
る
最
中
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
悪
い
こ
と
に
仁
宗
が
七
月
に
崩
御
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
突
然
の
死
に
は
非
常
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
野
史
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
止
め
て
お
く
。
仁
宗
の
後
は
ま
だ
幼
い
明
宗
が
即
位
さ
れ
、
中
宗
の
妃

で
あ
っ
た
文
定
大
后
が
垂
簾
の
政
治
を
摂
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
尹
元
衡
や
配
下
の
李
芑
ら
の
勢
力
が
巻
き
返
し
て
き
て
乙
巳
の
士

禍
（
一
五
四
五
）
が
起
き
る
の
で
あ
る
。

　

公
は
地
方
の
状
況
の
視
察
か
ら
戻
っ
て
く
る
や
、
明
宗
元
年
三
月
に
は
忠
武
衛
上
護
軍
や
掌
隷
院
判
決
事
な
ど
を
拝
命
し
、
翌
年
（
丁

未
）
四
月
に
は
大
飢
饉
と
疫
病
の
流
行
の
状
況
調
査
を
黄
海
道
観
察
使
と
し
て
拝
命
し
た
も
の
の
、
五
月
に
は
赴
任
す
る
の
を
辞
退
し
て

い
る
。
そ
の
後
も
、
中
央
政
府
の
要
衝
の
役
に
就
い
て
は
い
た
が
、
十
月
に
は
ま
た
も
忠
清
道
観
察
使
を
拝
命
し
て
い
る
が
、
翌
月
赴
任

を
辞
退
す
る
と
い
う
繰
り
返
し
で
あ
る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
明
宗
四
年
（
一
五
四
九
）
五
月
に
忠
州
の
獄
事
件
が
起
き
た
。
公



— 116 —

は
病
気
を
静
養
す
る
た
め
辞
職
を
何
度
も
願
い
出
て
い
る
が
許
さ
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
李
芑
ら
尹
元
衡
の
一
派
か
ら
罪
を
捏
造
さ

れ
、
公
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
李
致
や
具
寿
耼
も
罪
を
着
せ
ら
れ
杖
刑
で
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
公
も
正
義
漢
で
剛
直
で
あ
る
た
め
、
彼

ら
に
妥
協
し
た
り
、
迎
合
す
る
こ
と
は
一
切
無
く
下
獄
し
て
し
ま
う
。
大
司
憲
の
宋
世
珩
が
公
に
会
っ
て
、
こ
の
禍
中
か
ら
逃
れ
る
方
策

を
説
く
が
、
公
は
、「
我
す
で
に
其
の
人
と
な
り
（
李
芑
の
人
間
性
）
を
知
る
。
且
つ
我
才
能
な
し
。
屢
々
台
省
を
歴
す
る
も
、
心
は
常

に
愧
惕
。
た
ま
た
ま
事
変
に
遭
い
、
禍
無
妄
に
生
ず
。
我
死
に
所
を
知
ら
ず
。
況
ん
や
我
を
生
殺
す
る
者
の
大
憲
に
在
ら
ず
。
而
も
門
に

造
り
て
哀
れ
み
を
乞
う
は
ま
た
鄙
な
ら
ず
や
」
と
言
っ
て
遂
に
聴
か
ず
下
獄
し
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
一
家
の
者
は
驚
惶
号
泣

し
た
が
、
公
は
神
色
変
ぜ
ず
し
て
曰
く
、「
驚
動
す
る
な
か
れ
、
我
早つ

と

に
こ
れ
有
る
を
知
れ
り
」
と
。
そ
し
て
「
禁
府
に
詣
り
て
命
を
待

た
ん
」
と
言
っ
て
、
親
戚
や
旧
知
の
人
々
が
い
ろ
い
ろ
言
う
の
を
止
め
さ
せ
た
と
い
う
。

　

李
致
は
杖
刑
に
よ
っ
て
死
し
、
推
官
（
刑
を
処
理
す
る
役
人
）
は
、
公
に
刑
を
加
え
る
こ
と
を
願
い
出
た
が
、
上
（
明
宗
）
は
特
に
命

じ
て
死
を
減
じ
て
甲
山
に
配
流
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

公
は
獄
に
在
る
こ
と
八
日
五
刑
、
普
通
の
人
な
ら
皆
死
ぬ
と
こ
ろ
だ
が
、
出
獄
す
る
に
当
っ
て
精
神
気
色
平
日
と
異
な
る
と
こ
ろ
な

く
、
公
を
見
た
人
は
皆
不
思
議
に
思
っ
た
。
そ
し
て
配
流
地
へ
行
く
途
中
、
楊
州
へ
至
っ
た
時
、
先
へ
進
む
こ
と
が
で
き
ず
亡
く
な
っ

た
。
八
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
柩
は
故
郷
の
温
渓
に
帰
さ
れ
、
十
二
月
十
一
日
に
燕
谷
庚
坐
の
原
に
葬
っ
た
。

　

墓
誌
と
墓
碑
を
書
い
た
弟
の
李
滉
（
退
渓
）
は
、「
病
弟
滉
、
且
つ
悲
し
み
、
且
つ
感
ず
。
乃
ち
涕
血
し
て
之
が
銘
を
為
り
て
曰
く
、

嗟
々
、
我
が
仲
（
兄
）、
自
ら
常
倫
を
超
え
、
曄よ

う
ぜ
ん然
と
し
て
其
れ
表
わ
る
。
内
は
和
す
る
こ
と
春
の
如
く
、
才
美
夙
に
成
り
、
播は

聞ぶ
ん

日
に

新
た
な
り
。」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
の
『
温
溪
先
生
逸
稿
』
巻
三
附
録
に
収
め
て
あ
る
の
で
味
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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